
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　チェーンを支持するガイドバーをチェーンソー本体に固定するために機体内に設けられ
ているアンカーボルトと、
　該アンカーボルトに螺合する六角ナットと、
　前記ガイドバーに係合するアジャストピンと、
　該アジャストピンが螺合されると共に前記ガイドバーの軸方向に伸びるねじ棒と、
　該ねじ棒の一端に設けられている第１のヘリカルギヤと、
　該第１のヘリカルギヤに係合する第２のヘリカルギヤと、
　該第２のヘリカルギヤと同軸に取り付けられ、回転操作することによって当該第２のヘ
リカルギヤを回転させる回転部材とを備えるチェーンソーにおいて、
　前記六角ナットと同一軸線上において、当該軸線方向移動可能かつ当該軸線回りに回転
可能に設けられると共に、前記六角ナットの頭部に嵌合する六角穴を該六角ナット側に有
する筒部材と、
　該筒部材の前記六角穴と反対側に起倒可能に設けられるレバーとを有し、
　前記回転部材及び前記レバーが、前記チェーンソー本体の側面に装着されるスプロケッ
トカバーの外側から操作可能に配置されると共に、
　前記レバーを引き起こして機体に対して前記アンカーボルトの軸方向に移動させること
により前記筒部材を前記六角ナットに嵌合させることができる様に構成されると共に、
　前記レバーは、引き起こした状態のときに前記筒部材の外面と係合して起立状態を維持
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するための起立状態維持機構を備え、かつ、倒した状態のときに

前記回転部材を少なくとも部分的に覆い隠す
回転部材の回転操作を妨げる様に構成され

　を特徴とするチェーンソー。
【請求項２】
　 記載のチェーンソーにおいて、
　前記回転部材は、その表面に指でつまんで回転操作をするためのツマミを備えているこ
と
　を特徴とするチェーンソー。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、チェーンソーに係り、特にそのチェーンの張り具合の調整に当たっての工具
レス化に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、チェーンソーにおいては、チェーンを支持するガイドバーをチェーンソー本体に
対してアンカーボルト及び六角ナットを用いて固定する様に構成されている。また、チェ
ーンの張りを調整するために、ガイドバーを軸方向に移動可能に構成すると共に、前述の
六角ナットを六角レンチを用いて緩めた上で、チェーンソー本体の前面側からドライバー
を挿入して、ガイドバーを軸線方向に移動させるための調整ネジを回転させてガイドバー
を軸線方向に移動させるといった作業が行われている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　このため、従来のチェーンソーでは、六角レンチやドライバーといった工具 途用意
しておかなければ、チェーンの張り具合の調整等を行うことができないという問題がある
。また、ドライバーの挿入方向が機体の前面側からとされているので、操作がやり難いと
いう問題もある。
【０００４】
　そこで、本発明は、チェーンソーにおいて、チェーンの張り具合の調整に当たり、別途
工具を用意しなくてもよくすると共に、その操作性を向上させることを目的とする

【０００５】
【課題を解決するための手段】
　かかる目的を達成するためになされた本発明のチェーンソーは、
　チェーンを支持するガイドバーをチェーンソー本体に固定するために機体内に設けられ
ているアンカーボルトと、
　該アンカーボルトに螺合する六角ナットと、
　前記ガイドバーに係合するアジャストピンと、
　該アジャストピンが螺合されると共に前記ガイドバーの軸方向に伸びるねじ棒と、
　該ねじ棒の一端に設けられている第１のヘリカルギヤと、
　該第１のヘリカルギヤに係合する第２のヘリカルギヤと、
　該第２のヘリカルギヤと同軸に取り付けられ、回転操作することによって当該第２のヘ
リカルギヤを回転させる回転部材とを備えるチェーンソーにおいて、
　前記六角ナットと同一軸線上において、当該軸線方向移動可能かつ当該軸線回りに回転
可能に設けられると共に、前記六角ナットの頭部に嵌合する六角穴を該六角ナット側に有
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　前記レバー側の突起と
前記スプロケットカバー側の穴との係合、又は前記レバー側のリブと前記スプロケットカ
バー側のリブとの係合によって、 ことのでき
る位置に収納されることで、前記 、
　さらに、前記六角ナット、筒部材、アジャストピン、ねじ棒、第１のヘリカルギヤ及び
第２のヘリカルギヤが、前記スプロケットカバーと一体に前記チェーンソー本体に対して
脱着できる様に、当該スプロケットカバー内に配設されていること

請求項１

を別

と共に
、部品等の紛失を防止することをも目的とする。



する筒部材と、
　該筒部材の前記六角穴と反対側に起倒可能に設けられるレバーとを有し、
　前記回転部材及び前記レバーが、前記チェーンソー本体の側面に装着されるスプロケッ
トカバーの外側から操作可能に配置されると共に、
　前記レバーを引き起こして機体に対して前記アンカーボルトの軸方向に移動させること
により前記筒部材を前記六角ナットに嵌合させることができる様に構成されると共に、
　前記レバーは、引き起こした状態のときに前記筒部材の外面と係合して起立状態を維持
するための起立状態維持機構を備え、かつ、倒した状態のときに

前記回転部材を少なくとも部分的に覆い隠す
回転部材の回転操作を妨げる様に構成され

　を特徴とする。
【０００６】
　この本発明のチェーンソーによれば、チェーンの張り具合を調整する際には、まず、レ
バーを引き起こして例えば機体内に向かって押し込むことにより筒部材の六角穴を六角ナ
ットに嵌合させる。そして、この状態にしてからレバーを回転させて六角ナットを緩める
。次に、回転部材を回転させて第２のヘリカルギヤを所望の方向に回転させる。こうして
第２のヘリカルギヤが回転するとこの第２のヘリカルギヤと係合している第１のヘリカル
ギヤは回転する。これに伴い、ねじ棒が回転し、ねじ棒に螺合しているアジャストピンが
ねじ送り機構の作用によってガイドバーの軸方向に移動する。こうしてアジャストピンが
ガイドバーの軸方向に移動し、このアジャストピンと係合しているガイドバーを軸方向に
移動させる。この様にしてガイドバーを軸方向に移動させることで、チェーンの張り具合
を調整することができる。そして、チェーンの張り具合を調整し終えたら、レバーを機体
内に向かって押し込んで筒部材の六角穴を六角ナットに嵌合させ、先程とは逆方向にレバ
ーを回転させる。これによって、六角ナットを締め付け方向に回転させることができ、ガ
イドバーをチェーンソー本体にしっかりと固定することができる。この様に、本発明のチ
ェーンソーによれば、六角レンチやドライバー等を用意しておかなくても、チェーンの張
り具合の調整を実行することができる。また、このチェーンの張り具合の調整作業は極め
て容易な操作によって達成される。
【０００７】
【０００８】
【０００９】
　また、上述した 本発明のチェーンソーにおいて 前記レバー 倒した状態の
ときに前記回転部材を少なくとも部分的に覆い隠すことにより、当該回転部材の回転操作
を妨げる様に構成

【００１０】
【００１１】
　さらに、上述した 本発明のチェーンソーにおいて 前記レバー 引き起こし
た状態のときに前記筒部材の外面と係合して起立状態を維持するための起立状態維持機構
を備えているものとして構成

【００１２】
　ここで、本発明のチェーンソーにおいて 、前記六角ナット、筒部材、アジャストピン
、ねじ棒、第１のヘリカルギヤ及び第２のヘリカルギヤが、前記スプロケットカバーと一
体に前記チェーンソー本体に対して脱着できる様に、当該スプロケットカバー内に配設さ
れているものとして構成 スプロケットカバーをチェーンソー本体から取り外す
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　前記レバー側の突起と
前記スプロケットカバー側の穴との係合、又は前記レバー側のリブと前記スプロケットカ
バー側のリブとの係合によって、 ことのでき
る位置に収納されることで、前記 、
　さらに、前記六角ナット、筒部材、アジャストピン、ねじ棒、第１のヘリカルギヤ及び
第２のヘリカルギヤが、前記スプロケットカバーと一体に前記チェーンソー本体に対して
脱着できる様に、当該スプロケットカバー内に配設されていること

様に、 は、 を、

したことにより、レバーを倒した状態のときに回転部材の回転操作が妨
げられるので、アジャストピンに無理な力が加わるのを防止することができる。

様に、 は、 を、

したことにより、レバーを起立状態に維持することができ、
レバーを回転させる操作を実行し易くなる。

は

したので、



ときに、六角ナット等の各部品がスプロケットカバーと一緒に外され、しかもスプロケッ
トかバー内に配設されているので、これらの各部品を紛失することがな
【００１３】
　 、上述した本発明のチェーンソーにおいて、前記回転部材は、その表面に指でつま
んで回転操作をするためのツマミを備えている様に構成しておくとよい。
【００１４】
　この様に構成することで、回転部材の回転操作が実行し易くなるからである。
【００１５】
【発明の実施の形態】
　次に、本発明の実施の形態としてのチェーンソーについて説明する。このチェーンソー
１においては、図１に示す様に、そのチェーンソー本体３に、前方へ伸びるガイドバー５
が取り付けられている。そして、このガイドバー５にチェーン７が装着されている。また
、ガイドバー５のスプロケット部分はスプロケットカバー８により覆われている。
【００１６】
　また、チェーンソー１は、図２に示す様に、ガイドバー５をチェーンソー本体３に固定
するために機体内に設けられているアンカーボルト９と、スプロケットカバー８内に配設
され、このアンカーボルト９に噛み合う六角ナット１１とを備えている。また、図２～図
４に示す様に、六角ナット１１と同一軸線上において、当該軸線方向移動可能かつ当該軸
線回りに回転可能に設けられると共に、六角ナット１１の頭部に嵌合する六角穴１３を六
角ナット１１側に有する筒部材１５と、筒部材１５の六角穴と反対側に起倒可能に設けら
れるレバー１７とを備えている。さらに、図５に示す様に、スプロケットカバー８内には
、ガイドバー５に係合するアジャストピン１９と、アジャストピン１９が螺合されると共
にガイドバー５の軸方向に伸びるねじ棒２０と、ねじ棒２０の一端に設けられている第１
のヘリカルギヤ２１と、この第１のヘリカルギヤ２１に係合する第２のヘリカルギヤ２３
とを備えている。そして、図２～図４及び図６に示す様に、第２のヘリカルギヤ２３と同
軸に取り付けられ、回転操作することによって当該第２のヘリカルギヤ２３を回転させる
回転部材２５が設けられている。こうして、図１，図６に示す様に、回転部材２５及びレ
バー１７が、スプロケットカバー８の外側から操作可能に配置されている。そして、図３
，図４に示す様に、レバー１７を引き起こして機体内に向かって押し込むことにより筒部
材１５を六角ナット１１に嵌合させることができる様に構成されている。
【００１７】
　また、スプロケットカバー８には、図６に示す様に、回転部材２５を回転させるために
指を挿入するための窪み８ａ，８ｂが設けられている。そして、レバー１７は、これを倒
した場合に、一方の窪み８ｂを覆い隠す様に構成されている。この結果、レバー１７を倒
した状態では、回転部材２５の回転操作が妨げられる様になっている。また、レバー１７
には、図３，図４に示す様に、位置決め用の突起１７ａが設けられている。そして、この
位置決め用の突起１７ａは、レバー１７を倒したときに、図６に示す様に、スプロケット
カバー８に設けられている位置決め穴８ｃに挿入される様に構成されている。これにより
、レバー１７を倒したときには、図６に示した様に、回転部材２５の約半分を覆い隠して
当該回転部材２５の回転操作を妨げる位置に収納される様になっている。
【００１８】
　さらに、図７に拡大して示す様に、筒部材１５には軸方向の溝１５ａが設けられると共
に、レバー１７の後端には突起１７ｂが設けられている。この結果、レバー１７を引き起
こした状態においては、突起１７ｂが溝１５ａに嵌合し、レバー１７の起立状態を維持す
ることができる様に構成されている。
【００１９】
　このチェーンソー１によれば、チェーン７の張り具合を調整する際には、まず、レバー
１７を引き起こして機体内に向かって押し込むことにより筒部材１５の六角穴１３を六角
ナット１１に嵌合させる。そして、この状態にしてからレバー１７を回転させて六角ナッ
ト１１を緩める。次に、回転部材２５を回転させて第２のヘリカルギヤ２３を所望の方向
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い。

なお



に回転させる。こうして第２のヘリカルギヤ２３が回転するとこの第２のヘリカルギヤ２
３と係合している第１のヘリカルギヤ２１が回転する。これに伴って、ねじ棒２０が回転
する。すると、このねじ棒２０に螺合しているアジャストピン１９がガイドバー５の軸方
向に移動し、ガイドバー５を軸方向に移動させる。この様にしてガイドバー５を軸方向に
移動させることで、チェーン７の張り具合を調整することができる。そして、チェーン７
の張り具合を調整し終えたら、レバー１７を機体内に向かって押し込んで筒部材１５の六
角穴１３を六角ナット１１に嵌合させ、先程とは逆方向にレバー１７を回転させる。これ
によって、六角ナット１１を締め付け方向に回転させることができ、ガイドバー５をチェ
ーンソー本体３にしっかりと固定することができる。この様に、このチェーンソー１によ
れば、六角レンチやドライバー等を用意しておかなくても、チェーン７の張り具合の調整
を実行することができる。また、このチェーン７の張り具合の調整作業は極めて容易な操
作によって達成される。
【００２０】
　次に、より操作性を向上させた第２の実施の形態について説明する。この第２の実施の
形態のチェーンソー３０は、第１の実施の形態のチェーンソー１とほぼ同様の構成からな
り、図８に示す様に、ガイドバー３１をチェーンソー本体３３に固定するために機体内に
設けられているアンカーボルト３５と、スプロケットカバー３７内に配設され、このアン
カーボルト３５に噛み合う六角ナット３９とを備えている。また、図８～図１０に示す様
に、六角ナット３９と同一軸線上において、当該軸線方向移動可能かつ当該軸線回りに回
転可能に設けられると共に、六角ナット３９の頭部に嵌合する六角穴４１を六角ナット３
９側に有する筒部材４３と、筒部材４３の六角穴４１と反対側に起倒可能に設けられるレ
バー４５とを備えている。さらに、図１１に示す様に、スプロケットカバー３７内には、
ガイドバー３１に係合するアジャストピン４７と、アジャストピン４７が螺合されると共
にガイドバー３１の軸方向に伸びるねじ棒４９と、ねじ棒４９の一端に設けられている第
１のヘリカルギヤ５１と、この第１のヘリカルギヤ５１に係合する第２のヘリカルギヤ５
３とを備えている。そして、図８～図１０及び図１２に示す様に、第２のヘリカルギヤ５
３と同軸に取り付けられ、回転操作することによって当該第２のヘリカルギヤ５３を回転
させる回転部材５５が設けられている。こうして、図１２に示す様に、回転部材５５及び
レバー４５が、スプロケットカバー３７の外側から操作可能に配置されている。そして、
図９，図１０に示す様に、レバー４５を引き起こして機体内に向かって押し込むことによ
り筒部材４３を六角ナット３９に嵌合させることができる様に構成されている。
【００２１】
　この第２の実施の形態のチェーンソー３０においては、回転部材５５には、その表面に
ツマミ５７が設けられている点で、第１の実施の形態のチェーンソー１と相違している。
このツマミ５７を設けたことにより、回転部材５５を回転させる際の操作性が大幅に向上
している。また、図１３，図１４に示す様に、レバー４５にはリブ４５ａが設けられると
共に、スプロケットカバー３７側にもリブ３７ａが設けられている。そして、レバー４５
を倒したときに、これらのリブ４５ａ，３７ａが係合し合うことで、レバー４５を倒した
状態にしっかりと収納することができる様になっている。
【００２２】
　さらに、図１５に示す様に、六角ナット３９、筒部材４３、アジャストピン４７、ねじ
棒４９、第１のヘリカルギヤ５１（図では隠れている）及び第２のヘリカルギヤ５３が、
スプロケットカバー３７と一体にチェーンソー本体３３に対して脱着できる様に、当該ス
プロケットカバー３７内に配設されている。この結果、スプロケットカバー３７を取り外
したときに、各部品を紛失するといったことがない。なお、説明はしなかったが、第１の
実施の形態のチェーンソー１においても同様の構成となっている。
【００２３】
　このチェーンソー３０においても、チェーンの張り具合を調整する際には、まず、レバ
ー４５を引き起こして機体内に向かって押し込むことにより筒部材４３の六角穴４１を六
角ナット３９に嵌合させる。そして、この状態にしてからレバー４５を回転させて六角ナ
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ット３９を緩める。次に、ツマミ５７をつまんで回転部材５５を回転させて第２のヘリカ
ルギヤ５３を所望の方向に回転させる。こうして第２のヘリカルギヤ５３が回転するとこ
の第２のヘリカルギヤ５３と係合している第１のヘリカルギヤ５１が回転する。これに伴
って、ねじ棒４９が回転する。すると、このねじ棒４９に螺合しているアジャストピン４
７がガイドバー３１の軸方向に移動し、ガイドバー３１を軸方向に移動させる。この様に
してガイドバー３１を軸方向に移動させることで、チェーンの張り具合を調整することが
できる。そして、チェーンの張り具合を調整し終えたら、レバー４５を機体内に向かって
押し込んで筒部材４３の六角穴４１を六角ナット３９に嵌合させ、先程とは逆方向にレバ
ー４５を回転させる。これによって、六角ナット３９を締め付け方向に回転させることが
でき、ガイドバー３１をチェーンソー本体３３にしっかりと固定することができる。この
様に、このチェーンソー３０においても、六角レンチやドライバー等を用意しておかなく
ても、チェーン７の張り具合の調整を実行することができる。また、このチェーンの張り
具合の調整作業は極めて容易な操作によって達成される。特に、ツマミ５７をつまんで回
転部材５５を回転させる手法を採用しているので、回転部材５５の回転を容易に実行する
ことができる点で第１の実施の形態のチェーンソー１よりも操作性が良くなっている。
【００２４】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明はこの実施の形態に限られるも
のではなく、その要旨を逸脱しない範囲内においてさらに種々の形態を採用することがで
きることはもちろんである。
【００２５】
【発明の効果】
　以上説明した様に、本発明によれば、チェーンソーにおいて、チェーンの張り具合の調
整に当たり、別途工具を用意しなくてもよくすると共に、その操作性を向上させることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　実施の形態のチェーンソーの要部を示す側面図である。
【図２】　第１の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図３】　第１の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図４】　第１の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図５】　第１の実施の形態のチェーンソーにおけるスプロケットカバーの要部を示す背
面図である。
【図６】　第１の実施の形態のチェーンソーにおけるスプロケットカバーの表面を示す正
面図である。
【図７】　第１の実施の形態のチェーンソーにおけるレバーと筒部材の係合部を示す要部
拡大図である。
【図８】　第２の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図９】　第２の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図１０】　第２の実施の形態のチェーンソーの要部を示す断面図である。
【図１１】　第２の実施の形態のチェーンソーにおけるスプロケットカバーの要部を示す
背面図である。
【図１２】　第２の実施の形態のチェーンソーにおけるスプロケットカバーの表面を示す
正面図である。
【図１３】　第２の実施の形態のチェーンソーにおけるレバーとスプロケットカバーの要
部を示す断面図である。
【図１４】　第２の実施の形態のチェーンソーにおけるレバーとスプロケットカバーの要
部を示す断面図である。
【図１５】　第２の実施の形態のチェーンソーにおけるスプロケットカバーの要部を示す
断面図である。
【符号の説明】
　１・・・チェーンソー、３・・・チェーンソー本体、５・・・ガイドバー、７・・・チ

10

20

30

40

50

(6) JP 3712594 B2 2005.11.2



ェーン、８・・・スプロケットカバー、８ａ，８ｂ・・・窪み、８ｃ・・・位置決め穴、
９・・・アンカーボルト、１１・・・六角ナット、１３・・・六角穴、１５・・・筒部材
、１５ａ・・・軸方向の溝、１７・・・レバー、１７ａ・・・位置決め用の突起、１７ｂ
・・・突起、１９・・・アジャストピン、２０・・・ねじ棒、２１・・・第１のヘリカル
ギヤ、２３・・・第２のヘリカルギヤ、２５・・・回転部材、３０・・・チェーンソー、
３１・・・ガイドバー、３３・・・チェーンソー本体、３５・・・アンカーボルト、３７
・・・スプロケットカバー、３７ａ・・・リブ、３９・・・六角ナット３９、４１・・・
六角穴、４３・・・筒部材、４５・・・レバー、４５ａ・・・リブ、４７・・・アジャス
トピン、４９・・・ねじ棒、５１・・・第１のヘリカルギヤ、５３・・・第２のヘリカル
ギヤ、５５・・・回転部材、５７・・・ツマミ。 10
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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